
（別紙３）

～ Ｒ８　年　２　月　２０日

（対象者数） 44 （回答者数）
30

～ Ｒ８　年　２　月　２日

（対象者数） 7 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・地域の方とのかかわりを増やす

・地域行事への参加

2

・職員のスキルアップ

・安定した職員体制

3

・子どもたちが過ごせる活動場所の情報収集

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・修繕が必要な場所がないかしっかり確認を行う。必

要な場所が見つかった際は、すぐに対応する。

・毎日の清掃や消毒作業を徹底し、建物を清潔に保

つ。

2

・引き続き、近くの公園に行って遊んだり、散歩がで

きるように職員の体制を整える。

3

○事業所名 放課後等デイサービス　おおいちフォァ・アス１単位目

○保護者評価実施期間
Ｒ８　年　１　月　１３　日

○保護者評価有効回答数

R８　年　１　月　１７　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R ８　年　２　月　２１　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・建物が古いため、水漏れ等の修繕箇所が多い。 ・建物の築年数が古いため

・事業所内でしっかり身体を動かせる場所がない。近く

の公園に行って遊んだり、散歩ができる環境はあるが、

利用時間や職員の体制によっては難しい場合がある。

・元々あった建物を利用しているため、スペースは狭

い。外で遊ぶ場所もない。新館ができたが、鬼ごっこや

ボール遊びなど子どもたちがやりたい遊びをするには狭

すぎる。

・商店街や公園、博物館などの公共施設が事業所近辺に

ある

・買い物体験や散歩、公園遊び、施設見学などを行って

いる。

・個別対応ができる ・その日の職員数によって難しい日もあるが、子どもと

１対１もしくは２対１など、個別で対応し、子どもそれ

ぞれのスケジュールや思いに寄り添った支援をしてい

る。

・長期休みや土曜日の外出支援 ・学校がある日とは違う様々な経験ができるように、施

設見学や公園、プール、外食やクッキングなどを行って

いる。

事業所における自己評価総括表公表


